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〔環境理念〕
株式会社中静工業所は、ハーネス等電装品の生産
活動を通して、全員参加で環境保全活動に取組む

〔基本方針〕

(1) 環境保全活動は、次の項目を重点活動として
    継続的改善に取組みます

 ① 二酸化炭素排出量の削減
※電力使用量とガソリン・軽油投入量の削減

 ② 廃棄物排出量の削減
※3R活動による廃棄物の削減

 ③ 水道使用量の削減
※一般生活用水の節水意識向上

 ④ 化学物質使用量の把握
※適正量の購入維持

 ⑤ 環境に配慮した製品作りの推進
※梱包方法等の見直し、不良品率の削減

 ⑥ 環境負荷削減と費用削減を両立

(2) 環境関連法規制及び当社が同意するその他
    の要求事項を遵守します

(3) 環境に配慮した製造活動を中心に、
    環境経営の継続的改善を実施します

(4) 社内へは環境経営方針を全従業員に周知徹底を図り、
    社外へもHPを通じて環境経営レポートを開示します

制定： 2008年 5月 10日

改定： 2020年 6月 5日

　株式会社中静工業所

　代表取締役社長　名倉 光雄

1. 環 境 経 営 方 針

1



２. 事業概要

（1）  組織の概要

会社名

代表者

資本金

売上高

事業年度

年間稼動日数

就業形態

就業時間

従業員数(全社)

創業

環境管理責任者

事業所名
高橋工場

(本社・管理部)
飯田事業所 下野工場 松野工場 内田事業所 九州佐賀工場

事業所所在地
〒424-0043
静岡市清水区
永楽町11-89

〒424-0041
静岡市清水区
高橋3-7-43

〒424-0041
静岡市清水区
高橋3-7-50

〒421-3303
静岡県富士市
南松野296-1

〒424-0008
静岡市清水区
押切1108-8

〒849-0903
佐賀県佐賀市
久保泉町大字下
和泉1859-10

設立 1979年3月 1995年3月 1986年12月 2007年5月 1991年7月 2017年8月

従業員数(工場) 47 63 60 59 6 40

敷地面積 1087㎡ 796㎡ 998㎡ 2273㎡ 855㎡ 3425㎡

建物面積 1395㎡ 1378㎡ 1390㎡ 1352㎡ 614㎡ 1988㎡

工場長 山本 昌弘 魚取 勝英 溝口 浩幸 望月 重男 （兼）魚取 勝英 古賀 健一郎

副環境管理責任者 竹下 慎一 山田 茂芳 望月 宏樹 鈴木 洋佑 長澤 亮 石橋 正二郎

（2） 製品の概要

ハーネス等の電装品
家電用（冷蔵庫・エアコン等）及び自動車のランプ関係を中心とした、ハーネス品・樹脂成形品

株式会社 中静工業所

代表取締役社長　名倉 光雄

6000万円

46.1億（2020年6月～2021年5月）

2021年06月11日現在

品証部　　堀　剛輔

期首 6月～期末 5月

255日

1シフト

8:00～17:00

275人

1960年4月

自動車用ハーネス

家電用ハーネス
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（3） 敷地概要

3



（4） エコアクション推進組織 2021年05月31日現在

     

[ 役割分担 ]

　①社長
 ○ 環境経営システムの構築、及び全体の評価と見直し・指示
 ○ 環境管理責任者、副環境管理責任者の任命
 ○ 環境経営方針・環境経営目標の決定、及び見直し
 ○ 環境経営計画の承認
 ○ 環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源（人材・設備・資金等）の準備
 ○ 緊急事態発生時の統括
 ○ 実施体制の構築

　
　②環境管理責任者

 ○ 環境経営システムを確立し、実施・維持管理を継続的に運用
 ○ 環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の立案
 ○ 環境経営計画の推進状況把握と社長への報告
 ○ 環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の把握と管理
 ○ 環境経営システムに関する規定類の整備
 ○ 運用管理、監視・測定、記録管理の統括
 ○ 社長へ環境経営システム見直しに必要な情報を提供
 ○ 年間の教育・訓練計画の作成
 ○ 教育教材の調達

　③工場長
 ○ 緊急事態発生時の対応と報告
 ○ 問題等発生した際に、是正及び予防措置の対応指導
 ○ 環境経営計画の推進と必要とする資源の準備

　④副環境管理責任者 兼 内部監査員（各工場から1名選任）
 ○ 環境教育・訓練の実施と記録
 ○ 環境経営目標、環境経営計画の立案
 ○ 環境経営方針と環境経営計画に沿い、環境経営活動の啓蒙活動
 ○ 運用管理、環境管理責任者へ環境に関する情報の提供
 ○ 環境経営計画の推進状況把握と工場長への報告
 ○ 内部監査の定期的な実施と結果の評価と是正の展開

　⑤従業員
 ○ 環境経営方針と環境経営計画に沿い、環境経営活動の実施

代表取締役社長：名倉 光雄

品証部/技術・PJ部

自動車事業部 家電事業部 本社 管理部

下野工場

高橋工場

飯田事業所

松野工場

環境管理責任者：堀 剛輔

九州佐賀工場

副環境管理責任者

（内部監査員）

飯田：山田 茂芳

下野：望月 宏樹

松野：鈴木 洋佑

高橋：竹下 慎一

内田：長澤 亮

九州：石橋 正二郎

内田事業所

環境事務局
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3. 環境経営目標とその実績　＜全社ﾍﾞｰｽ＞

【目標】 2017年度（2017.06～2018.05）を基準とし
　　 2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 33,285 45,737 43,223 38,895 30,262 29,775 33,856 32,689 35,357 33,484 27,141 28,101 411,807

月目標 32,286 44,365 41,927 37,728 29,354 28,882 32,841 31,709 34,297 32,480 26,327 27,258 399,452

当年 27,377 31,438 34,818 36,241 26,199 23,063 29,299 31,645 30,212 27,125 22,223 20,559 340,198

月目標 22,370 33,617 32,423 27,859 19,999 19,406 23,535 23,619 25,068 21,993 17,021 17,894 284,803

排出係数＝ 0.443 当年 19,997 22,824 27,970 26,449 17,003 15,046 20,968 23,520 21,695 18,037 13,761 13,297 240,567

月目標 5,989 6,389 5,756 6,151 5,839 5,991 5,448 4,958 5,668 6,464 5,528 5,866 70,048

排出係数＝ 2.580 当年 4,971 5,589 3,970 5,413 5,077 4,563 4,460 5,038 5,162 5,802 5,209 4,726 59,979

月目標 3,928 4,358 3,748 3,717 3,517 3,484 3,857 3,132 3,561 4,023 3,778 3,498 44,601

排出係数＝ 2.320 当年 2,409 3,025 2,878 4,379 4,119 3,453 3,871 3,086 3,355 3,287 3,253 2,536 39,651

月目標 154 155 220 146 152 161 289 70 128 193 245 96 2,011

当年 126 186 118 187 185 263 203 163 166 191 193 126 2,107

前年 385 398 395 382 397 346 2303

当年 293 291 389 344 344 331 1992

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 9/25

6～8月 永野

（第2期） 1/12

9～11月 永野

（第3期） 4/12

12～2月 永野

（第4期） 7/12

3～5月 永野

7/12

永野

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

項  目
2020年度目標 

単位
2020年度 月別実績　　（2020.06～2021.05）

総CO2排出量

411,807 3% 399,452 kg-CO2

電力 CO2排出量
293,612 3% 284,803 kg-CO2

軽油 CO2排出量
72,214 3% 70,048 kg-CO2

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
45,981 3% 44,601 kg-CO2

事業系一般廃棄物
2073 3% 2,011 kg

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

2020年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

(焼却ｺﾞﾐ)

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

今年度より集計対象にｶﾞｿﾘﾝを追加、
LPGは解約のため除外
今期は工場の稼働が減っていたこともあり、
全項目で目標達成

全社では達成となっているが、工場毎で見ると
達成率は様々
今後、工場毎に特化した活動を強化し、内容・
結果の情報共有を行う

115.0% 119.5% 89.7% 72.4% 112.2% 達成

増産傾向ではあったが総CO2目標達成
11月より費用低減を狙いに電力会社変更、
費用だけでなく使用量低減にも取り組みたい

ｴｱｺﾝ温度管理の具体化を進行中
夏/冬における必要以上の電力消費を抑える
ことで使用量低減に繋げる

124.9% 124.8% 144.8% 123.3% 126.6% 達成

109.1% 109.6% 102.3% 91.4% 108.4% 達成

総CO2目標達成
電力は目標（2017年度-3％）との比較では
達成しており良好に見えるが、昨年度と
比べると増加している

各工場にｴｱｺﾝの目標設定温度と温度計を設置
現場毎に適切な温度を意識して頂き必要以上
の電力消費を抑えることに繋がって欲しい

年　間 118.4% 116.8% 112.5% 95.5% 117.4%

126.2% 113.5% 124.5% 104.9% 123.1% 達成

全ての項目で目標達成
大きな割合を占めている電力の達成率が高く
良好
夏場へ向け消費電力を抑える予防が必要

消費電力が増加する夏場へ向け
ｴｱｺﾝ配管ｶﾊﾞｰの工事を実施（下野工場）
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞのｱﾗｰﾑ値を見直しﾋﾟｰｸｶｯﾄに繋げ、
消費電力、費用を抑える

達成

全ての期間で総CO2目標達成
項目別では焼却ｺﾞﾐが未達となっているが、
目標年にきちんと行われていなかった計量が
定着し本来の姿が見えたためである

CO2排出量をより実感できるよう、工場毎の
売上/人数/面積でのｸﾞﾗﾌ化を展開
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目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜飯田事業所＞

【目標】 2017年度（2017.06～2018.05）を基準とし
　　 2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 8,651 10,859 9,505 9,095 7,410 7,292 8,305 8,097 8,346 7,517 6,599 6,947 98,623

月目標 8,392 10,534 9,219 8,822 7,187 7,073 8,056 7,854 8,096 7,292 6,401 6,738 95,664

当年 6,734 6,882 7,444 8,521 6,299 5,581 6,899 7,354 6,707 6,649 5,804 5,407 80,282

月目標 5,193 7,056 6,183 5,738 3,987 3,933 5,171 5,153 4,915 3,986 3,342 3,802 58,460

排出係数＝ 0.443 当年 3,842 4,178 5,064 5,426 3,630 3,250 4,372 4,941 4,274 3,776 2,999 2,891 48,642

月目標 2,097 2,560 2,252 2,307 2,332 2,360 2,125 1,884 2,250 2,568 2,067 2,042 26,845

排出係数＝ 2.580 当年 2,387 2,548 1,962 2,499 2,381 2,007 2,070 2,068 2,135 2,503 2,317 1,965 26,842

月目標 1,102 917 784 776 868 780 760 817 932 738 992 894 10,358

排出係数＝ 2.320 当年 504 157 419 597 288 324 457 345 298 370 488 551 4,798

月目標 54 60 47 63 80 61 81 49 47 121 56 65 784

当年 42 56 35 50 50 37 52 40 46 65 51 28 552

前年 162 217 174 96 112 99 860

当年 55 50 64 60 66 60 355

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 9/25

6～8月 山田

（第2期） 1/13

9～11月 山田

（第3期） 4/14

12～2月 山田

（第4期） 7/16

3～5月 山田

7/16

山田

項  目
2020年度目標 

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

総CO2排出量

98,623 3% 95,664 kg-CO2

単位
2020年度 月別実績　　（2020.06～2021.05）

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)

電力 CO2排出量
60,268 3%

26,845 kg-CO2

58,460 kg-CO2

軽油 CO2排出量
27,676 3%

808 3% 784 kg

10,358 kg-CO2

(焼却ｺﾞﾐ)

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
10,679 3%

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

事業系一般廃棄物

2020年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

すべての項目で目標達成
自動車圏の減産が影響している、生産が戻る
前に達成率が低い軽油に対し予防が必要

10月より生産が例年並みに戻ってくる傾向が
あるため適切な在庫管理を行い、臨時便を
抑えるように対応していく

140.9% 100.2% 259.6% 121.1% 133.6% 達成

すべての項目で目標達成
自動車圏の生産の減産が影響している
家電圏生産増加に伴い残業時間増加に伴う
電力消費抑制策が必要

室内温度でｴｱｺﾝ稼働のルールを検討
照明のLED化を進め、電力の低減に努める

111.0% 101.6% 200.5% 148.7% 113.1% 達成

112.2% 99.8% 228.0% 127.9% 114.5% 達成

軽油以外の項目は目標達成
内職者の増員や倉庫への引取回数増加により
軽油使用量が増加している

燃費が悪くなる運転をしないように呼びかけを
行い各ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの意識向上に努める
継続し照明のLED化を進め、電力の低減に
努める

軽油以外の項目で目標達成
内職者増員に伴い軽油使用量が増加している
ため集配便のﾙｰﾄ見直し等の検討が必要

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞへの意識向上を継続し
呼びかける
照明のLED化を進め電力低減も継続していく

115.2% 98.4% 186.2% 168.4% 114.4% 達成

達成

すべての項目で目標達成
軽油がぎりぎりで達成のため対策の検討が必要
電力はｺﾛﾅ感染での減産影響が有ったが、具体
的な策を検討し低減活動をする必要有り

集配便の見直し、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの意識向上を呼び
かけ軽油使用量の低減をしていく
昼休憩時のｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ停止を習慣化出来る様
呼びかけを行い電力消費低減をしていく

年　間 120.2% 100.0% 215.9% 142.0% 119.2%
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［㎏-CO2］ 飯田事業所 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜下野工場＞

【目標】 2017年度（2017.06～2018.05）を基準とし
　　 2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 8,079 10,283 9,268 9,243 7,587 7,670 8,125 8,224 8,250 8,509 6,469 5,992 97,698

月目標 7,837 9,975 8,990 8,966 7,360 7,440 7,881 7,977 8,002 8,253 6,275 5,812 94,767

当年 5,612 7,976 8,241 9,556 7,605 6,367 7,024 7,844 7,800 7,002 5,895 4,707 85,630

月目標 4,870 6,389 6,131 5,974 4,576 4,438 5,118 5,142 5,288 4,879 3,293 3,283 59,382

排出係数＝ 0.443 当年 3,865 4,938 5,774 5,875 4,086 3,147 3,699 4,436 4,274 3,493 2,670 2,553 48,808

月目標 1,644 1,742 1,574 1,677 1,547 1,712 1,401 1,557 1,514 1,614 1,599 1,394 18,975

排出係数＝ 2.580 当年 715 1,089 663 1,044 936 867 839 1,505 1,407 1,553 1,107 1,106 12,831

月目標 1,323 1,844 1,284 1,315 1,237 1,289 1,362 1,278 1,200 1,760 1,383 1,135 16,411

排出係数＝ 2.320 当年 1,033 1,949 1,804 2,638 2,583 2,354 2,486 1,902 2,120 1,957 2,119 1,048 23,991

月目標 4 30 2 2 14 9 11 8 4 16 11 4 113

当年 58 86 60 103 100 105 93 99 86 96 96 70 1,050

前年 77 87 74 77 83 75 473

当年 63 72 97 84 89 85 490

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 9/25

6～8月 望月ひ

（第2期） 1/6

9～11月 望月ひ

（第3期） 4/1

12～2月 望月ひ

（第4期） 7/5

3～5月 望月ひ

7/5

望月ひ

項  目
2020年度目標 

単位
2020年度 月別実績　　（2020.06～2021.05）

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

総CO2排出量

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ) 97,698 3% 94,767 kg-CO2

59,382 kg-CO261,219 3%

軽油 CO2排出量

電力 CO2排出量

19,562 3% 18,975 kg-CO2

事業系一般廃棄物

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量

(焼却ｺﾞﾐ)

16,918 3% 16,411 kg-CO2

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

116 3% 113 kg

2020年度

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

目標達成率
結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

119.3% 201.1% 93.0% 17.6% 122.8% 達成

ｺﾛﾅ禍による社休日の設定し、内職便を縮小し、
ﾑﾀﾞな集配を無くした結果、軽油達成率UPへと
繋がったと感じております

9月以降、自動車圏は挽回生産が始まります
臨時便・残業の発生を極力抑えて、増産対応
に下野工場内で、生産計画・内職強化をしてい
く

9月以降、自動車圏の大幅増産、ｺﾛﾅ禍の影響
による挽回生産が開始され、更に日々の追加
情報もあり、臨時便も増　総CO2は達成できたが、
達成率ｷﾞﾘｷﾞリであった（9月単月においては未達）

急激な増産対応と新規立ち上がり製品も有り、
9月にCO2排出量UP 新規内職を9月・11月に
募集し計40名程立上 残業・臨時便の発生を
抑制し、CO2排出量の増加を抑えた

114.4% 173.3% 50.7% 7.9% 101.0% 達成

125.3% 119.2% 59.0% 8.1% 105.3% 達成

製品によって生産ﾚﾍﾞﾙUP有り、臨時便多用
によるガソリン使用量増となってしまった
但し、時間外業務が増となる事なく、納期対応
できた為、全体CO2排出量は達成できた

増産と新製品対応に、引き続き新規内職者の
増員と高齢化した内職者の若返りを図り、
社内作業を低減
残業時間は基本、17：30までと規制

131.4% 122.3% 83.5% 11.5% 115.5% 達成

半導体入手困難の煽りを受け、大幅減産が続き
CO2排出量が減った事で、目標が達成
集配便の見直しをし、別便であった2つの便を
統合し、走行距離の低減を実施

生産の減産理由に、CO2排出量の低減を
頼らず、梅雨から初夏に向けての、ｴｱｺﾝ
使用について、電力量がUPし過ぎない様、
注意喚起していく

年　間 121.7% 147.9% 68.4% 10.7% 110.7% 達成

ｺﾛﾅ禍と半導体不足により、生産の大幅減少
新製品の立上も有り、負担が有りながらも、ムダ
な残業を減らし、休憩時間・帰宅時の蛍光灯
消灯の習慣ができていた

ｺﾞﾐの分別について、理解度が足りない
「環境ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝ」等の教育ﾙｰﾙを有効に
活用し、繰り返し指導し、分別への理解度UP
をしていく
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［㎏-CO2］ 下野工場 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜松野工場＞

【目標】 2017年度（2017.06～2018.05）を基準とし
　　 2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 5,347 6,474 6,062 4,981 4,242 4,600 5,535 5,601 6,294 5,662 4,249 4,940 63,987

月目標 5,186 6,280 5,880 4,832 4,114 4,462 5,369 5,433 6,105 5,492 4,121 4,791 62,067

当年 5,847 6,027 6,695 6,013 4,741 4,638 5,906 6,027 6,105 5,420 4,517 4,323 66,258

月目標 2,958 4,278 4,000 2,876 2,354 2,652 3,518 3,919 4,234 3,277 2,507 2,752 39,326

排出係数＝ 0.443 当年 3,892 3,919 5,132 4,125 2,644 2,729 4,167 4,316 4,132 3,481 2,573 2,531 43,642

月目標 2,062 1,889 1,754 1,922 1,704 1,722 1,744 1,416 1,762 2,102 1,492 1,882 21,452

排出係数＝ 2.580 当年 1,765 1,952 1,345 1,767 1,759 1,689 1,443 1,424 1,620 1,745 1,784 1,551 19,845

月目標 167 113 126 34 56 88 106 97 110 113 123 158 1,289

排出係数＝ 2.320 当年 190 155 218 121 338 220 295 287 353 193 159 241 2,771

月目標 63 35 41 28 28 23 41 14 32 24 32 19 380

当年 18 27 15 25 21 16 18 9 22 16 20 14 219

前年 59 76 94 66 80 80 455

当年 62 66 92 89 62 66 437

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 9/25

6～8月 石川

（第2期） 1/8

9～11月 石川

（第3期） 4/15

12～2月 早出

（第4期） 7/5

3～5月 鈴木

7/5

鈴木

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

項  目
2020年度目標 

単位
2020年度 月別実績　　（2020.06～2021.05）

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ) 3% 62,067 kg-CO2

総CO2排出量

63,987

電力 CO2排出量
40,542 3% 39,326 kg-CO2

軽油 CO2排出量
22,116 3% 21,452 kg-CO2

3% 1,289 kg-CO2
ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量

1,329

3% 380 kg
事業系一般廃棄物

392
(焼却ｺﾞﾐ)

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置2020年度
目標達成率

72.0% 237.1% 93.4% 未達成

8月は工場稼働日が少ない事から焼却ｺﾞﾐの
達成率が良い
内職集配ｴﾘｱを見直し配送時間の短縮に
繋げた事で、軽油の達成率が向上

今後も定期的に、内職集配ｴﾘｱの見直しを
行って軽油使用量の削減に努める

86.8% 112.7%

ｶﾞｿﾘﾝの目標達成率が特に低い
社用車ﾌﾟﾛﾎﾞｯｸｽの走行距離は1期の約1.8倍、
遠方の訪問が多かったのが原因

急発進、急停止など燃費が悪くなる運転を
しないように呼びかけを行い軽油とｶﾞｿﾘﾝの
燃費向上に努める

83.0% 102.5% 26.2% 128.7% 87.1% 未達成

33.4% 178.7% 93.7% 未達成

電力目標は未達であったが昨年同時期比で
切断稼働1.6倍に対し最小限に抑えたと判断
ｶﾞｿﾘﾝの達成率が非常に低い、ﾙｰﾄ・手段を
見直す必要がある

内職集配ｴﾘｱの見直し継続
ｴｺ運転の呼びかけを継続

92.5% 109.7%

66.2% 151.3% 101.0% 達成

CO2排出割合の高い電力が達成率100％に
近づいている事が総合目標達成の大きな要因
出荷量の高い繁忙期だが、残業は18時
（最長１９時）電力消費を抑えている

久保田倉庫に物を出し入れする頻度が多く、
短い距離だが社用車を頻繁に使用する
社員は荷物の積載量を考慮し、往復回数を
極限まで削るよう努める

99.4% 107.8%

年　間 90.1% 108.1% 46.5% 173.9% 93.7% 未達成

６～９月迄の電力消費が非常に多かった
総合目標値の近い９月と５月を比較、売上が
高い５月が電力消費が少ない事実より、売上
の低い月に消費を抑えられなかった事が問題

５月は冷房を稼働させておらず、９月は残暑で
冷房を稼働させている（空調電力消費の差）
ｴｱｺﾝ稼働する際の温度設定、及びON・OFF
のﾀｲﾐﾝｸﾞを社員が状況を見て適切に行う
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［㎏-CO2］ 松野工場 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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3. 環境経営目標とその実績　＜高橋工場＞

【目標】 2017年度（2017.06～2018.05）を基準とし
　　 2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 6,249 10,169 8,918 7,920 5,699 5,543 5,558 4,947 5,261 5,661 5,316 5,411 76,652

月目標 6,061 9,864 8,651 7,682 5,528 5,376 5,391 4,799 5,103 5,491 5,156 5,249 74,352

当年 4,006 4,701 5,057 5,875 3,645 2,929 3,947 4,549 4,371 3,720 2,909 2,644 48,353

月目標 5,815 9,546 8,430 7,254 5,294 5,066 5,068 4,565 4,806 5,180 4,846 4,946 70,817

排出係数＝ 0.443 当年 3,573 4,302 4,863 5,295 3,148 2,539 3,646 4,153 3,987 3,225 2,524 2,258 43,514

月目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排出係数＝ 2.580 当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月目標 246 317 221 429 234 310 324 234 297 311 310 302 3,535

排出係数＝ 2.320 当年 433 398 194 580 497 390 301 396 383 495 386 385 4,839

月目標 0 0 97 0 0 39 116 0 0 0 107 0 359

当年 0 0 0 0 0 90 30 0 0 0 0 0 120

前年 70 70 66 67 65 65 403

当年 55 52 75 54 65 63 364

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 9/25

6～8月 竹下

（第2期） 1/13

9～11月 竹下

（第3期） 4/15

12～2月 竹下

（第4期） 7/16

3～5月 竹下

7/16

竹下

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

単位
2020年度 月別実績　　（2020.06～2021.05）

項  目
2020年度目標 

(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ) 74,352 kg-CO2

総CO2排出量

76,652 3%

70,817 kg-CO2
電力 CO2排出量

73,007 3%

0 kg-CO2
軽油 CO2排出量

0 3%

3,535 kg-CO2

359 kg

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
3,645 3%

事業系一般廃棄物
370 3%

(焼却ｺﾞﾐ)

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

2020年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

ｺﾛﾅの影響により全体的な負荷が下がった
結果、社休対応等が有り、CO2削減に繋がった
このような時期にできるCO2削減策を考案する
必要が有る

工場全体のﾚｲｱｳﾄ見直しを検討
作業スペースを1F2Fに集約し3Fを空けることで
常に1ﾌﾛｱ分のCO2削減が見込める

186.8% ###### 76.5% 排出無し 178.6% 達成

工場2F3Fのﾚｲｱｳﾄを見直し作業ｽﾍﾟｰｽ縮小に
繋がったが、その際に廃棄物が多量になった
ため焼却ｺﾞﾐは未達
内職便の増加に伴いｶﾞｿﾘﾝ使用量が増加

焼却ｺﾞﾐについては一時的なものと判断
内職便は今後も増加予定になっているため、
ｶﾞｿﾘﾝ使用量も増加と予測、低燃費で安全を
考えた運転を呼びかける

160.4% ###### 66.3% 43.1% 149.3% 達成

ﾚｲｱｳﾄ変更による3Fｴﾘｱ未活用の効果により
電力低減の効果が確認できた
予測通りｶﾞｿﾘﾝ使用量が増加しており第3期も
未達、内職便の増加が影響している

内職便が増加しているが、今後の新製品の
立ち上がりで更に内職便が増加すると予測
ﾙｰﾄ見直しを検討し、効率化を図る

122.5%  79.1% 388.0% 118.9% 達成

不在時の消灯、LED化、ﾗｲﾝ改善等の継続的
実施により電力使用量・総CO2の目標は達成
ｶﾞｿﾘﾝ使用量については第3期同様に内職便の
増加が影響

集配ﾙｰﾄの見直しを実施したが、随時に
新規集配先の増減があるため、ﾙｰﾄ見直し
頻度を上げ継続する

187.0%  73.0% 排出無し 171.4% 達成

73.1% 299.1% 153.8% 達成

年間を通じて総CO2の削減に貢献できた
特に3Fのﾚｲｱｳﾄ変更の有効性が高かった
ｶﾞｿﾘﾝ使用量は社有車の増加と内職便の増加が
原因で年間未達

内職ﾙｰﾄの見直しと、運転中の燃費対策
として「急加速・急発進」を撲滅するべく、
教育を実施していく
ｺﾞﾐ分別の指導を継続的に実施する

年　間 162.7%  
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［㎏-CO2］ 高橋工場 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 電力

該当車両なし
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3. 環境経営目標とその実績　＜内田事業所＞

【目標】 2017年度（2017.06～2018.05）を基準とし
　　 2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 732 2,177 2,284 1,710 974 775 923 992 886 780 599 886 13,718

月目標 710 2,112 2,215 1,659 945 752 895 962 859 756 581 860 13,306

当年 1,505 1,723 2,554 1,685 706 591 738 785 759 692 528 706 12,974

月目標 710 2,112 2,215 1,659 945 752 895 962 859 756 581 860 13,306

排出係数＝ 0.443 当年 1,505 1,723 2,554 1,685 706 591 738 785 759 692 528 706 12,974

月目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排出係数＝ 2.580 当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排出係数＝ 2.320 当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月目標 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2

当年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

前年 28 23 24 26 29 31 161

当年 24 17 21 20 21 20 123

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 9/25

6～8月 長澤

（第2期） 1/12

9～11月 長澤

（第3期） 4/13

12～2月 長澤

（第4期） 7/8

3～5月 長澤

7/8

長澤

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

2020年度目標 
単位

2020年度 月別実績　　（2020.06～2021.05）
項  目

総CO2排出量

13,718 3% 13,306(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ) kg-CO2

電力 CO2排出量
13,718 3% 13,306 kg-CO2

軽油 CO2排出量
0 3% 0 kg-CO2

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量
0 3% 0

2 3% 2
(焼却ｺﾞﾐ)

事業系一般廃棄物

kg-CO2

kg

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

是正措置及び予防措置2020年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点）

87.1% ###### ###### 排出無し 87.1% 未達成

ﾁｭｰﾌﾞ切断の移設で環境が大きく変化
ｴｱｺﾝの台数が2台増えているため、未達成

ｴｱｺﾝの温度調整、不必要な電灯の消灯、
休憩時間の消灯を行い少しでも節電を
行っていく
電灯のLED化を進めていく

不必要な電灯の消灯、休憩時間の消灯を行い、
10月・11月は達成となったが9月の消費が多く
期間全体にて未達成となった

なぜ9月が未達成だったのか算出された
ﾃﾞｰﾀｰの分析をする
電灯の消灯、休憩時間の消灯を再度徹底を行う
電灯のLED化を継続

112.5% ###### ###### 排出無し 112.5% 達成

119.0%   排出無し 119.0% 達成

設備（ﾎｯﾄﾒﾙﾄ成型機）の工場外移設により
消費電力が下がったことが影響し達成
設備移設による影響大きいので、引き続き
予防を進める

電灯の消灯、休憩時間の消灯を再度徹底を行う
ｻｰﾊﾞｰ室のｴｱｺﾝの稼働時間を見直し、確認を
行っていく

114.0%   排出無し 114.0% 達成

不必要な電灯の消灯の効果と設備の移設の
影響が有り達成
生産の減産傾向に対し予防策を展開する
必要がある

半導体の不足による減産の影響により、ﾁｭｰﾌﾞ
切断の残業時間が減っているため、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
・ｴｱｺﾝの早めの停止を徹底していく
また、ｴｱｺﾝの温度・稼働時間の調整も行う

達成

今年度は、設備の移設による電力の削減が
大きかった
休憩時間の消灯や作業終了後の不必要な
OA機器の停止も徹底できた

ｻｰﾊﾞｰのｴｱｺﾝの稼働時間調整が気候により
変えていく必要があるため、IoT(温度ｾﾝｻｰ)
で対応できないか検討していく年　間 102.6%    102.6%
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目標 電力

該当車両なし
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3. 環境経営目標とその実績　＜九州佐賀工場＞

【目標】 2017年度（2017.06～2018.05）を基準とし
　　 2018年度=-1%、2019年度=-2%、2020年度-3%を目標値とする

基準年
2017 削減率 年計 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 累計

基準 3,983 5,457 6,975 5,755 4,170 3,708 5,292 4,704 6,096 5,230 3,720 3,770 58,861

月目標 3,864 5,293 6,766 5,582 4,045 3,596 5,133 4,563 5,913 5,073 3,608 3,657 57,095

当年 3,673 4,129 4,827 4,590 3,203 2,955 4,787 5,086 4,469 3,642 2,568 2,772 46,701

月目標 2,824 4,235 5,464 4,359 2,843 2,564 3,765 3,876 4,965 3,913 2,451 2,251 43,512

排出係数＝ 0.443 当年 3,319 3,763 4,583 4,044 2,790 2,790 4,346 4,890 4,268 3,371 2,467 2,357 42,988

月目標 185 198 175 245 255 198 178 100 143 180 370 548 2,775

排出係数＝ 2.580 当年 104 0 0 103 0 0 108 41 0 0 0 104 461

月目標 855 861 1,127 978 946 835 1,191 586 805 980 787 858 10,808

排出係数＝ 2.320 当年 250 365 244 443 413 165 332 155 201 272 101 311 3,252

月目標 33 30 34 53 30 29 40 0 46 32 39 8 373

当年 8 18 8 10 14 15 10 16 13 13 26 13 166

前年 49 39 39 36 43 36 242

当年 34 34 40 37 41 37 223

当年

確認

電力 軽油 ｶﾞｿﾘﾝ 焼却ｺﾞﾐ 総CO2 (ｻｲﾝ)

（第1期） 9/25

6～8月 石橋

（第2期） 1/8

9～11月 石橋

（第3期） 4/1

12～2月 石橋

（第4期） 7/16

3～5月 石橋

7/16

石橋

※1．CO2排出係数の設定
　　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ
　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　②③は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2.総CO2は電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝとする　①灯油(ｽﾄｰﾌﾞ)は電力(ｴｱｺﾝ)へ切り替え　②LPGは使用頻度が少ない為解約

項  目
2020年度目標 

単位
2020年度 月別実績　　（2020.06～2021.05）

58,861 3% 57,095 kg-CO2(電力+軽油+ｶﾞｿﾘﾝ)

総CO2排出量

3% 43,512 kg-CO2
電力 CO2排出量

44,857

3% 2,775 kg-CO2
軽油 CO2排出量

2,861

kg-CO211,142 3% 10,808

385 3% 373 kg

ｶﾞｿﾘﾝ CO2排出量

事業系一般廃棄物

(焼却ｺﾞﾐ)

水使用量の削減
生活用品での使用の為、目
標値については定めず前年
度と当年度の比較のみとする

㎥

(上水道投入量）

環境に配慮した製品作り 環境負荷物質　遅延なき対応 環境負荷物質の対応　順次対応

2020年度
目標達成率

結果 評 価 （問題点） 是正措置及び予防措置

331.0% 284.5% 126.1% 達成

全項目にて目標達成。 電力の達成率を更に上げるために、
非調整のみの部署(ﾊﾞﾙﾌﾞ点灯・手圧着)へ
15:00以降のｴｱｺﾝoff 等を呼びかける
※現状は管理者が気付いた時にｽｲｯﾁoff

107.3% 536.7%

全項目にて目標達成ではあるが、
前期に引き続き電力の達成率を上げたい
冬場になり暖房の使用頻度が上がるため、
朝会での呼びかけ強化を行う

年末の大掃除にて、ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの清掃を実施
引き続き、不要な電気の消灯やｴｱｺﾝoffについて
朝会にて周知を行う101.5% 676.6% 270.0% 287.0% 123.0% 達成

375.2% 216.1% 108.8% 達成

ｺﾛﾅｳｲﾙｽ蔓延防止の為、定期的な換気を実施
しているが、冬場は換気の際に暖気が逃げ、
ｴｱｺﾝの稼働時間が増えた事が、電力未達成
の影響と考えられる

3月より内職"0化"を実施し
内職配送を廃止する
上記により軽油・ｶﾞｿﾘﾝの使用量低下が見込
まれる

93.4% 281.9%

384.0% 148.8% 137.4% 達成

全項目にて目標達成
3月より内職”0化”を行った事により
社用車の使用頻度が低下し、
軽油・ｶﾞｿﾘﾝの大幅改善に繋がった

夏に向けｴｱｺﾝの使用頻度が上がる為、
定期巡回を行い、不要時の電源offと
温度管理の徹底を実施

105.1% 1051.4%

332.3% 225.5% 122.3% 達成

全項目にて目標達成
2020年度は社用車1台(ｴﾌﾞﾘ)の廃車や
内職"0化"により軽油・ｶﾞｿﾘﾝが改善された

来年度は今年度に比べ、新製品の量産立上げ
も多数あり、残業時間増加による電力upが懸念
される為、朝会にて退社時・不要時の電気・
ｴｱｺﾝoffの呼びかけを行っていく

年　間 101.2% 602.3%
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［㎏-CO2］ 九州佐賀工場 総CO2 目標・実績比較表

目標 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 電力
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※　■は新規取組の活動 ※ 計画■　　実行■

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

（1） 二酸化炭素排出量削減（kg-CO2）　電気使用量の削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（2） 二酸化炭素排出量削減（ℓ）　ｶﾞｿﾘﾝ、軽油投入量の削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（3） 廃棄物排出量削減 (kg)
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（4） 水使用量の削減（㎥）
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（5） 化学物質の適正量購入把握
計画
実績

（6） 環境に配慮した製品作り
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

6～8月 20.09.25　永野

9～11月 21.12.14　永野

12～2月 21.03.15　永野

3～5月 21.06.16　永野

活
動
コ
メ
ン
ト

今年度より工場に特化した活動を開始　四半期毎に環境会議にて情報展開
使用頻度がほとんど無かったLPｶﾞｽを解約（昨年度CO2排出量：173㎏-CO2）

有価物の範囲拡大（分別見直し）　これまでは「ｷｬﾘｱｶｽとｽﾄﾘｯﾌﾟｶｽの混合物」を埋立てごみ
として捨てていたが、今後はﾘｻｲｸﾙ業者へ売却　環境面、経営面共に効果あり

全工場に温度計とｴｱｺﾝ目標設定温度の表示を設置
現場毎に温度を意識し、電気使用量の削減に繋がって欲しい

全社ﾍﾞｰｽでの総CO2排出量目標達成
次年度も有効性のある活動を継続し、新規取組みも行っていく

③ ECO検定 合格し体系的に環境を学ぶ 事務局
副環境責任者

⑤ 工場に特化した活動の活性化 所定のﾌｫｰﾑに活動を記録し、環
境会議で報告

事務局
副環境責任者

④ 教育・訓練 環境会議等でﾃｰﾏを選定し教育
事務局

① 環境負荷物質調査 負荷物質の調査
石塚S

② 全員で環境を配慮 廃棄品の分別徹底 事務局
副環境責任者

① 適正購入量の把握 購入時に対応（現在、該当ﾅｼ）

③ ﾄｲﾚの節水対策 消音器の設置
副環境責任者

④ 節水意識の向上 ﾘﾃﾞｭ-ｽを意識させる教育/掲示物
堀

① 蛇口のこまめな開閉 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼び
かけ

事務局
副環境責任者

② 節水の定期指導 全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
副環境責任者

⑥ 産業廃棄物一覧表の配布 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化
事務局

⑦ 分別意識の向上 ｺﾞﾐが地球に与える影響の教育
堀

④ 分別表示の見直し 分かり易い分別表示/見直し 事務局
副環境責任者

⑤ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の分別徹底 分かり易い分別表示/見直し 事務局
副環境責任者

② 分別ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる指導 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼び
かけ

副環境責任者

③ 個人ｺﾞﾐの持ち帰り徹底 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼び
かけ

事務局
副環境責任者

⑥ 消費量の可視化 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化
事務局

① 裏紙の再利用徹底 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼び
かけ

副環境責任者

④ ｶｰｴｱｺﾝの適切な温度管理 表示/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
全員

⑤ ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ意識付け 社用車燃費一覧表配布
事務局

③ 駐停車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底 表示/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ
全員

① 運行ﾙｰﾄの見直し 運行ﾙｰﾄの把握/見直し
工場管理者

⑧ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの適切な圧力調整 定期的な確認
設備・切断部

⑨ 空調機器の買換検討 省ｴﾈﾀｲﾌﾟを優先に選定 社長・事務局
副環境責任者

巡回時等にﾁｪｯｸ
副環境責任者

⑤ 休み時間消灯実施 昼・3時
全員

⑩ 消費量の可視化 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化
事務局

４．主要な環境経営計画の内容 承 認 作 成
2020.06.10 2020.06.10

名倉 堀

② ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ清掃 2週間に1回を目安
各工場設備担当者

環境目標・環境経営計画の項目 具体的展開
推進責任者
推進担当者

② 日常点検整備 点検表に基づき点検
全員

2020年度　環境経営計画

① ｴｱｺﾝの適切な温度管理 目標設定温度：夏28℃・冬18℃
副環境責任者

③ ｴｱｺﾝ運転時間の管理 9時-16時
副環境責任者

⑥ 休憩時ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ停止 昼
設備・切断部

⑦ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰのﾌｨﾙﾀ-清掃 定期的な清掃実施
設備・切断部

④ 照明器具の間引き点灯徹底
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５．環境活動内容

（１）二酸化炭素排出量削減（電気、ｶﾞｿﾘﾝ・軽油）
①購入量集計・削減目標対象にｶﾞｿﾘﾝを追加、ｸﾞﾗﾌを一新 ②全工場へ温度計及び、

　 ｴｱｺﾝ目標設定温度を設置

（２）二酸化炭素排出量削減（LPG解約） （３）工場に特化した活動を開始
四半期毎環境会議にて報告

（２）廃棄物排出量削減
①ｺﾞﾐ分別の徹底 ②有価物(ﾘｻｲｸﾙ)範囲の拡大

（６）環境掲示板をﾘﾆｭｰｱﾙ(佐賀工場) （７）防災訓練

埋立てごみ

→有価物として売却に見直し
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  6．環境経営活動の取組結果の評価
基準年（2017） 昨年度(2019） 今年度（2020）

評価（達成率100%以上⇒○, 100％未満90%以上⇒△, 90%未満⇒×） ####### 4,496,971 4,618,227 作成日　2021年8月30日

※1 売上原単位評価は、基準年の売上金額を100%として本年度の売上金額の割合を算出し、売上原単位評価の達成率に反映させて評価を行う

評価（問題点）

全社：総量と売上原単位共に目標達成

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 未達となった松野工場は電力とｶﾞｿﾘﾝの使用量が増加

飯田 95,664 80,282 119% ○ 122.9% ○ 高橋工場は電力の削減が大きく、達成率が高くなっている

下野 94,767 85,630 111% ○ 114.1% ○ 是正処置及び予防処置 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成

松野 62,067 66,258 94% △ 96.6% △ 総量の割合は電力が多く占めている（約7割）　使用量が増える夏に対策を行う

高橋 74,352 48,353 154% ○ 158.6% ○ CO2排出量がより分かり易くなるように新しい指標での管理ｸﾞﾗﾌ作成を検討

内田 13,306 12,974 103% ○ 105.8% ○ 代表者コメント 検印

九州 57,095 46,701 122% ○ 126.1% ○ 全社評価にて目標達成　今後は、新しい指標（売上/面積/人と比較）にて

全社 399,452 340,198 117% ○ 121.1% ○ 省ｴﾈﾙｷﾞｰへの進捗状況を把握できるしくみを造りたい

評価（問題点）

全社：総量と売上原単位共に目標達成

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 松野は切断機の稼働が増え目標達成を阻害 繁忙期の残業を抑えたが未達となった

飯田 58,460 48,642 120% ○ 124.0% ○ 高橋は目標年以降の変化（設備撤去、ｴｱｺﾝ買い替え、ﾚｲｱｳﾄ変更）の効果が出た

下野 59,382 48,808 122% ○ 125.5% ○ 是正処置及び予防処置 作成

松野 39,326 43,642 90% △ 92.9% △ 電力使用のﾋﾟｰｸとなる夏に向け、ｴｱｺﾝの劣化した配管ｶﾊﾞｰの補修及び

高橋 70,817 43,514 163% ○ 167.8% ○ 室外機への散水装置を試用し冷房効率UPを狙う

内田 13,306 12,974 103% ○ 105.8% ○ 代表者コメント 検印

九州 57,095 42,988 133% ○ 137.0% ○ 省ｴﾈﾀｲﾌﾟのｴｱｺﾝ買い替えの効果が確認できた

全社 284,803 240,567 118% ○ 122.1% ○ ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｼｽﾃﾑを活用し、運用面での有効性向上を目指す

評価（問題点）

全社：総量と売上原単位共に目標達成

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 九州は工場移転によって主要取引先との距離(片道)が14㎞→3㎞になったことに加え

飯田 26,845 26,842 100% ○ 103.1% ○ 内職便が削減された結果、軽油・ｶﾞｿﾘﾝ共に高い達成率となった

下野 18,975 12,831 148% ○ 152.5% ○ 是正処置及び予防処置 作成

松野 21,452 19,845 108% ○ 111.5% ○ 毎月の実績配信を継続（車種毎の燃料投入量、金額、燃費等）

高橋 各工場にて配送ﾙｰﾄ見直し等を行う

内田 代表者コメント 検印

九州 2,775 461 602% ○ 621.2% ○ 効率よく車を動かすためのﾃｸﾆｯｸ（知識と技術）を身に付け、燃費と

全社 70,048 59,979 117% ○ 120.4% ○ 安全運転の両立を目指す

評価（問題点）

全社では目標達成

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 未達の3工場は目標年以降にｶﾞｿﾘﾝ車が増えている（下野5台→6台、松野/高橋1台→2台）

飯田 10,358 4,798 216% ○ 222.7% ○ 内職便や遠方への訪問が多かったことも未達の原因

下野 16,411 23,991 68% × 70.5% × 是正処置及び予防処置 作成

松野 1,289 2,771 47% × 48.0% × 軽油と同様の活動を実施

高橋 3,535 4,839 73% × 75.3% ×
内田 代表者コメント 検印

九州 10,808 3,252 332% ○ 342.8% ○ ｶﾞｿﾘﾝ消費を年間を通じ計測が完了、ｸﾞﾗﾌで可視化された情報の特長を

全社 44,601 39,651 112% ○ 116.0% ○ 捉え、ﾃﾞｰﾀｰ分析を進める

評価（問題点）

下野のみ大きく未達　目標年に計量がきちんと行われていなかったことが原因

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 呼びかけ及び指導の結果、定着化し今年度は本来の姿が見えている

飯田 783.8 552.0 142% ○ 146.4% ○
下野 112.5 1,050.3 11% × 11.0% × 是正処置及び予防処置 作成

松野 380.2 218.6 174% ○ 179.4% ○ 全工場で計量を継続

高橋 358.9 120.0 299% ○ 308.5% ○ 焼却ｺﾞﾐに限らず分別に問題がある場合は、分かり易く伝える工夫をし周知する

内田 1.9 0.0 排出なし ○ 排出なし ○ 代表者コメント 検印

九州 373.5 165.6 226% ○ 232.6% ○ ｺﾞﾐ全体の分別指示であるﾘｻｲｸﾙ分別表に対し、的を絞った教育を

全社 2,010.8 2,106.5 95% △ 98.4% △ 実施し理解を深めることで、更なる適正処置及び再生利用を促進する

評価（前年比100%未満⇒○, 100％以上⇒×）

水道投入量の削減（㎥） 評価（問題点） 作成

工場 用途は生活用水のみ（お茶くみ、ﾄｲﾚ等）　前年度より減少

前年実績 当年実績 前年比 評価 是正処置及び予防処置

2,303 1,992 86% 〇 ﾎﾟｽﾀｰや全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞでの呼びかけを継続 検印

前年比 評価 代表者コメント

84% 〇 「水は無限ではない貴重な資源」の理解を深めた上で節水に対する教育を実施する

製品への配慮 作成

評価（問題点） 是正処置及び予防処置 代表者コメント

　 検印

化学物質の適正量把握
評価（問題点） 是正処置及び予防処置 代表者コメント

　  　 　 

工場
総量評価 売上原単位評価

永野

①現在該当なし ①必要となった場合は生産の動向に合せて最低限の購入量に調整 ①法令順守で適正量の把握を継続すること

総量評価
永野

全社

売上原単位評価

永野
①環境負荷物質の調査 ①問題なく納期通り提出済み ①製品配慮の内容を充実させること

永野

永野

工場
総量評価 売上原単位評価

永野

軽油投入量の削減（kg-CO2）

工場
総量評価 売上原単位評価

永野

焼却ゴミ排出量の削減 （ｔ）

工場
総量評価 売上原単位評価

ｶﾞｿﾘﾝ投入量の削減（kg-CO2）

電力使用量の削減（kg-CO2）

総CO2排出量の削減（kg-CO2）

工場
総量評価 売上原単位評価
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７．次年度の取組み内容

次年度の環境経営活動内容を示す 作成日  2021年 6月 10日

(1) 二酸化炭素排出量削減　電気使用量の削減

① エアコン設定温度（夏28℃・冬18℃）
② エアコンフィルターの清掃
③ 扇風機適正配置
④ 休み時間消灯実施（昼・3時）
⑤ コンプレッサーの昼休み停止
⑥ コンプレッサーフィルター清掃
⑦ 蛍光灯型LEDの導入検討
⑧ 省エネ機器への買換検討(空調機器、コンプレッサー 等)
⑨ 電力の消費量の可視化（ｸﾞﾗﾌ化等）

★ ⑩ 新たな指標（売上/面積/人、等）での消費量の可視化
★ ⑪ ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ値見直し
★ ⑫ ｴｱｺﾝ室外機への散水冷却

(2) 二酸化炭素排出量削減　軽油・ｶﾞｿﾘﾝ投入量の削減

① 集配ルートの見直し
② 臨時集配便の削減
③ 日常点検整備
④ 集配時のアイドリングストップ
⑤ 社用車の車両別の燃費管理(毎月)
⑥ カーエアコンの適切な温度設定と使用時間の管理

★ ⑦ 新たな指標（売上/面積/人、等）での消費量の可視化

(3) 廃棄物排出量削減

① 裏紙の再利用徹底
② 分別パトロールによる個別指導
③ 個人ゴミの持ち帰り
④ 分別表示の見直し
⑤ ｺﾞﾐが地球に与える悪影響を教育し、分別意識を高める

★ ⑥ 九州佐賀工場　分別の全面見直し
★ ⑦ ｺﾞﾐの分別に対し、的を絞った教育を実施し理解を深める

(4)工場毎に特化した活動の展開、記録

① 各工場に特化した活動の定着化

(5) 排水量削減（水道投入量の削減）

① 節水の定期指導
② 水の大切さを教育し、節水（水のリデュース）意識を高める

(6) 製品の環境配慮

① 環境負荷物質調査の対応
② 全社に向け状況の周知

(7) 環境に関する幅広い基本知識の習得

① 環境に関する幅広い知識を礎とし環境問題に積極的に取り組む”人づくり”

★・・・次年度新規取り組み内容

　次年度以降の中長期環境経営目標は、2017年度を基準とし
　2021年度=-4％、2022年度=-5％、2023年度=-6％とする
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8. 環境関連法規等の取りまとめ

第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第50条 規制基準値の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第53条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条 特定施設（施行令別表第1）の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第79条 規制基準値の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第80条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 設置または変更時の届出 ○ ○ ○ － ○ －
第7条 水質検査 ○ ○ ○ － ○ －
第8条 保守点検 ○ ○ ○ － ○ －
第9条 清掃 ○ ○ ○ － ○ －
第11条 定期検査 ○ ○ ○ － ○ －
第2条 国民の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者の責務（適正処理・排出の抑制） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 清潔の保持（土地･建物の清潔維持） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条2 一般廃棄物運搬及び処理委託業者 収集運搬及び処理業者に委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条2項 廃棄物の適正保管 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条5項 産業廃棄物の委託処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条6項 運搬又は処分委託時の処置基準遵守 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条7項 運搬又は処分の適正化確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条3第1項 マニフェスト交付 ○ ○ － ○ － －
第12条3第2項 マニフェスト保管 A票 5年間保管 ○ ○ － ○ － －
第12条3第6項 マニフェスト保管 B2、D、E票 5年間保管 ○ ○ － ○ － －
第12条3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6月30日迄に提出 ○ ○ － ○ － －
第12条3第8項 マニフェスト写し送付の適切措置の実施 ○ ○ － ○ － －
第2条 事業者の責務（PCB廃棄物の適正処理） ○ - - -
第8条 保管の届出 ○ - - -
第10条 期限内の処理 ○ - - -
第17条 譲渡し及び譲受けの制限 ○ - - -

第5条 自動車の所有者の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第73条 使用済自動車の業者への引渡し 廃車時のリサイクル料金の支払い ○ ○ ○ ○ ○ ○

第4条 事業者の責務（化学物質管理指針に留意し使用） － － － － － －
第5条 排出量把握・届出（質量1トン以上） － － － － － －
第107条 排出の抑制に関する施策の推進 － － － － － －
第108条 指定化学物質の適正管理等 － － － － － －

第16条 点検、修理、再充填履歴の記録･保存 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 管理者判断基準　点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第37条 再充填の適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第39条 回収の義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第9条4 少量危険物及び指定可燃物の貯蔵及び取扱い基準 － － － － － －
第13条 危険物取扱い作業時の保安監督 － － － － － －
第17条3 消防用設備点検・報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 消防用設備の損壊禁止 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第21条 検定合格消防用設備の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令第21条 自動火災報知機の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者等の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第20条 事業者の講ずべき措置等 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第34条の2-8 危険物及び有害物に関する規制 安全ﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ（SDS）の運用 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第103条 環境への負荷が少ない自動車の購入 ○ ○ ○ ○ ○ －
第104条 自動車等の効率的な使用 ○ ○ ○ ○ ○ －
第105条 駐車時のエンジン停止 ○ ○ ○ ○ ○ －

第11条 事業者の責務（廃棄物なることの抑制） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条 国民の責務（循環型社会の形成促進と協力） ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

ｅ－Ｇｏｖ　http://law.e-gov.go.jp/

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○○

○ＲＥＡCＨ規制 ﾘ－ﾁ適合材料製品の納入 ○ ○ ○ ○

○消防法
消火器、自動火災報知機

自動火災報知機

簡易点検：1回/3ヶ月、定期点検：1回/3年

消火器、自動火災報知機

○ ○ ○ ○ ○

○資源の循環的利用等の推進
　  静岡県生活環境保全条例

第111条 事業者の責務・廃棄物発生の抑制、分別、再利用、再生利用 ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ －

区
分

法令等の名称
該当する
条項等

備考
該当:○　非該当:－

飯
田

下
野

松
野

高
橋

内
田

九
州

遵守事項又は規制基準

（ｅ－Ｇｏｖ：総務省行政管理局運営の総合的行政情報ﾎﾟ－ﾀﾙｻｲﾄ）

○資源の有効な利用の促進に
　　関する法律（資源有効利用促進法）

第4条 事業者等の責務（再生資源及び再生部品を利用） パソコン

○国等による環境物品等の調達の推進等に
　　関する法律(グリ－ン購入法）

第5条 事業者及び国民の責務（積極的な環境物品調達） エコ製品（事務品、省エネ製品等）

【参考】
※法の最新情報

　　　義務：守らなければいけないこと　　責務：義務の場合のように具体的な行為ではなく、抽象的・総合的な政策的行為

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○○

○循環型社会形成推進基本法
廃棄物の3R及び適正処理の推進

責
務
・
努
力

○環境基本法 第8条
事業者の責務（ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害
防止、自然環境の保全に必要な処置を講ずる。製品の使用又
は廃棄による環境への負荷の低減に努める）

○地球温暖化対策の推進に関する法律 第5条 事業者の責務（温室効果ガス排出の抑制に努める）

○自動車等の使用に伴う
　　環境への不可の低減
　  静岡県生活環境保全条例

○労働安全衛生法

○フロン類の使用の合理化及び
　　管理の適正化に関する法律
　　(フロン排出抑制法）

パッケ－ジエアコン

○ＥＬＶ規制 鉛、ｶﾄﾞﾐ、水銀､ｸﾛﾑ非含有製品の納入

○

○特定家庭用機器再商品化法（家電ﾘｻｲｸﾙ法） 第6条
事業者及び消費者責務（特定家庭用機器の排出抑制及び廃
棄時の収集運搬ﾙ－ﾙ遵守)

TV、冷蔵庫、エアコン廃棄時の
リサイクル費用支払い ○

○使用済自動車の再資源化等に関する法律
　　（自動車ﾘｻｲｸﾙ法）

○容器包装に係る分別収集及び再商品化の
　　促進等に関する法律(容器包装ﾘｻｲｸﾙ法）

第4条 事業者及び消費者責務（分別排出･再商品化推進）

○

○特定化学物質の環境への排出量の把握等
　　及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法） 第1種指定物質年間量1トン以下の為、届出不要

　静岡県生活環境保全条例

○廃棄物の処理及び清掃に
　　関する法律（廃棄物処理法）

排出抑制・分別徹底・再生利用

排出抑制・分別徹底・再生利用

　　静岡県生活環境保全条例

○ポリ塩化ビフェニル廃棄物の
　　適正な処理の推進に関する
　　特別措置法（PCB処理法）

○労働安全衛生規則

作成日:2021年8月4日

第2種区域：高橋　以外：第1種区域

空気圧縮機１5ｋｗ　2台

保管基準遵守、保管場所表示

収集運搬、処分許可業者への委託

処理業者、処分業者との契約締結

廃棄物置き場

最終処分場現地確認

D、E票の期間内返却

○騒音規制法

　静岡県生活環境保全条例
第4種区域：高橋　以外：第2種区域

空気圧縮機１5ｋｗ　台　送風機7.5kw　台

○浄化槽法

浄化槽

4回/年

同上

1回/年

同上

○振動規制法

現在、専門機関にて該当の有無を確認中
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9. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　（1） 環境関連法規等の遵守状況

　　　 該当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありません。

　　　 関係機関からの指摘、利害関係からの訴訟も過去3年間ありません。

第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ◯ ◯ ◯
第6条 特定施設設置届出 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○
第50条 規制基準値の遵守義務 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○
第53条 特定施設設置届出 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○
第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条 特定施設（施行令別表第1）の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第79条 規制基準値の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第80条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 設置または変更時の届出 ○ ○ ○ - ○ -
第7条 水質検査 ○ ○ ○ - ○ -
第8条 保守点検 ○ ○ ○ - ○ -
第9条 清掃 ○ ○ ○ - ○ -
第11条 定期検査 ○ ○ ○ - ○ -
第2条 国民の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者の責務（適正処理・排出の抑制） ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第5条 清潔の保持（土地･建物の清潔維持） ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第6条2 一般廃棄物運搬及び処理委託業者 収集運搬及び処理業者に委託 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第12条2項 廃棄物の適正保管 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第12条5項 産業廃棄物の委託処理 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第12条6項 運搬又は処分委託時の処置基準遵守 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第12条7項 運搬又は処分の適正化確認 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第12条3第1項 マニフェスト交付 ○ ○ - ◯ - -
第12条3第2項 マニフェスト保管 A票5年保管 ○ ○ - ◯ - -
第12条3第6項 マニフェスト保管 B2、D、E票の5年保管 ○ ○ - ◯ - -
第12条3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6月30日迄に提出 ○ ○ - ◯ - -
第12条3第8項 マニフェスト写し送付の適切措置の実施 ○ ○ - ◯ - -

第5条 自動車の所有者の責務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第8条 自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第73条 使用済自動車の業者への引渡し 廃車時のリサイクル料金の支払い ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第4条 事業者の責務（化学物質管理指針に留意し使用） - - - - - -
第5条 排出量把握・届出（質量1トン以上） - - - - - -
第107条 排出の抑制に関する施策の推進 - - - - - -
第108条 指定化学物質の適正管理等 - - - - - -

第16条 点検、修理、再充填履歴の記録･保存 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 管理者判断基準　点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第37条 再充填の適正化 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第39条 回収の義務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第13条 危険物取扱い作業時の保安監督 - - - - - -
第17条3 消防用設備点検・報告 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第18条 消防用設備の損壊禁止 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第21条 検定合格消防用設備の設置 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
令第21条 自動火災報知機の設置 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第3条 事業者等の責務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第20条 事業者の講ずべき措置等 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第34条の2-8 危険物及び有害物に関する規制 安全ﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ（SDS）の運用 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第103条 環境への負荷が少ない自動車の購入 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ -
第104条 自動車等の効率的な使用 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ -
第105条 駐車時のエンジン停止 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ -

第11条 事業者の責務（廃棄物なることの抑制） ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第12条 国民の責務（循環型社会の形成促進と協力） ○ ○ ○ ○ ○ ○

【参考】
ｅ－Ｇｏｖ　http://law.e-gov.go.jp/※法の最新情報

（ｅ－Ｇｏｖ：総務省行政管理局運営の総合的行政情報ﾎﾟ－ﾀﾙｻｲﾄ）

遵守事項又は規制基準

○自動車等の使用に伴う
　　環境への不可の低減
　  静岡県生活環境保全条例

○労働安全衛生法

自動火災報知機

○消防法

消火器、自動火災報知機

消火器、自動火災報知機

○フロン類の使用の合理化及び
　　管理の適正化に関する法律
　　(フロン排出抑制法）

パッケ－ジエアコン

簡易点検：1回/3ヶ月、定期点検：1回/3年

責
務
・
努
力

○環境基本法 第8条
事業者の責務（ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害防
止、自然環境の保全に必要な処置を講ずる。製品の使用又は廃
棄による環境への負荷の低減に努める）

評価日：2021年8月4日
評価者：永野

○ ○

○ ○

○国等による環境物品等の調達の推進等に
　　関する法律(グリ－ン購入法）

第5条 □事業者及び国民の責務（積極的な環境物品調達） エコ製品（事務品、省エネ製品等） ○ ○ ○ ○

事業者等の責務（再生資源及び再生部品を利用） パソコン

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○地球温暖化対策の推進に関する法律 第5条 事業者の責務（温室効果ガス排出の抑制に努める）

○

○循環型社会形成推進基本法
廃棄物の3R及び適正処理の推進

○資源の有効な利用の促進に
　　関する法律（資源有効利用促進法）

第4条

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○〇ＲＥＡCＨ規制 ﾘ－ﾁ適合材料製品の納入 ○ ○

○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

　　静岡県生活環境保全条例

〇ＥＬＶ規制 鉛、ｶﾄﾞﾐ、水銀､ｸﾛﾑ非含有製品の納入

◯ ◯ ◯ -

○特定化学物質の環境への排出量の把握等
　　及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法） 第1種指定物質年間量1トン以下の為、届出不要

○資源の循環的利用等の推進
　 静岡県生活環境保全条例

第111条 事業者の責務・廃棄物発生の抑制、分別、再利用、再生利用 ○ ◯

◯ ◯ ◯ ◯

○使用済自動車の再資源化等に関する法律
　　（自動車ﾘｻｲｸﾙ法）

○特定家庭用機器再商品化法（家電ﾘｻｲｸﾙ法） 第6条
事業者及び消費者責務（特定家庭用機器の排出
　 抑制及び廃棄時の収集運搬ﾙ－ﾙ遵守)

TV、冷蔵庫、エアコン廃棄時の
リサイクル費用支払い

○ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯
○容器包装に係る分別収集及び再商品化の
　　促進等に関する法律(容器包装ﾘｻｲｸﾙ法）

第4条 事業者及び消費者責務（分別排出･再商品化推進）

最終処分場現地確認

D、E票の期間内返却

○廃棄物の処理及び清掃に
　　関する法律（廃棄物処理法）

排出抑制・分別徹底・再生利用

排出抑制・分別徹底・再生利用

廃棄物置き場

保管基準遵守、保管場所表示

収集運搬、処分許可業者への委託

○

空気圧縮機１5ｋｗ　台　送風機7.5kw　台

○振動規制法

　静岡県生活環境保全条例
第2種区域：高橋　第1種区域：高橋以外

空気圧縮機１5ｋｗ　2台

処理業者、処分業者との契約締結

○労働安全衛生規則

九
州

区
分

法令等の名称
該当する
条項等

備考

○:遵守　☓:非遵守　－:非該当

飯
田

下
野

○騒音規制法

　静岡県生活環境保全条例

松
野

高
橋

内
田

○浄化槽法

浄化槽

4回/年

同上

1回/年

同上

第4種区域：高橋　第2種区域：高橋以外
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10．代表者による全体の評価及び見直し・指示

（活動期間： 2020年 6月　～　2021年 5月）

1．見直しおよび変更指示 作成日 2021年 8月 30日

変更要否

2．個別評価

3．抱負

資源を大切に使い、排出を抑え、環境保全に努める

持続可能な社会の実現に向けて自らの社会的責任を果たす

環境に配慮した製品やｻｰﾋﾞｽを社会に提供することにより、社会の環境負荷低減に貢献する

環境に関する幅広い知識を礎とし環境に積極的に取り組む”人づくり”に取り組む

 緊急事態の対策と準備
環境上の緊急事態への準備及び対応へのﾌﾟﾛｾｽを確立する

 規定類・手順書等の関連文書
 と関連記録の最新版管理

社内規格（中規-2202「文章管理規定」）に基づき維持・管理
できており良好

 教育・訓練の実施状況
事務局と副環境管理責任者の知識を深め、各工場の特色・ﾆｰｽﾞ
にあった教育を実施する

 外部とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
 の状況

苦情や要望事項等は無い
地域貢献を強化

内部監査の状況
監査ﾁｪｯｸｼｰﾄに基づき、PDCAの観点から監査を実施、指摘事項
の実施責任者を明確にしﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

 環境経営目標達成状況
全体目標は達成できたが項目毎に捉えると「ｶﾞｿﾘﾝ投入量」への
達成率が低い、2020年度のﾃﾞｰﾀ分析をし課題を上げ改善施策

 環境経営計画の達成状況
新規取組の項目も含め計画通りの活動ができた
小刻みにPDCAを繰り返し改善活動を強化すること

 環境関連法規等の遵守状況
該当する環境関連法規について遵守している
常に情報を収集・整理して要求事項を的確に把握し対応をすること

項         目 評             価

 環境への負荷の自己ﾁｪｯｸ
新しい指標（売上/面積/人と比較）にて省ｴﾈﾙｷﾞｰへの進捗状況を
把握できるしくみを造りたい

 環境への取組の自己ﾁｪｯｸ
各工場に特化した情報を共有化することで、好ましい効果を拡大
していきたい

 環境経営計画 要
新たな指標でCO2排出量を可視化するしくみを導入

 環境経営システム 否
変更無し

 環境経営目標 要
次年度以降の中長期環境経営目標は、2017年度を基準とし
2021年度=-4％、2022年度=-5％、2023年度=-6％とする

  項         目  変　 更　 内　 容

 環境経営方針 否
変更無し
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